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研究成果の概要： 

室内環境に関するカビ生態研究として空中カビを落下法および浮遊法の両者から検討し、浮
遊法は落下法とおおむね比例することが分かった。 

 室内空気中のカビに関する生物学的特性として好湿性および好乾性真菌 の複数株で生物特
性を検索し好湿性カビ：Alternaria, Trichoderma, Rhizopus および好乾性カビ Wallemia sebi, A.. 
versicolor, A. ochraceus, Eurotium では温度と湿度の関係が分布に強く影響した。 
カビによる室内環境と健康・環境被害に関する研究では、環境からカビを簡便かつ迅速に検

出する抗原検出法や PCR 法などは、簡易迅速システム化が可能になるものと思われた。 
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 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 5,600,000 0 5,600,000 
2007 年度 4,500,000 1,350,000 5,850,000 
2008 年度 3,800,000 1,140,000 4,940,000 

年度  
  年度  

総 計 13,900,000 2,490,000 16,390,000 
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１．研究開始当初の背景 

室内環境には，多種多様な微生物やその産
生物質が普遍的に生息・分布している。この
なかにはシックハウス症候群(SHS)等のよう
な健康被害に関与するアレルゲン，中毒物質，
感染性因子が少なからず存在しており，室内
環境の空気中のカビ汚染を知ることは、生活
環境の建築衛生状態を知ることと同時にカ
ビによる汚染程度による健康影響を探るこ
とにつながる。調査研究を進めることにより
空気中のカビ汚染の環境衛生と健康の両面

から快適で健康的な生活環境をつくり出す
ための研究が重要である。 
そこで、従来単独研究していたカビおよびそ
の代謝物の室内環境生態に関し微生物とし
ての生活科学として重視される環境性カビ
の見地から研究を進め，室内空気のカビ調査
研究をさらに生活科学分野に焦点をあて建
築衛生学および生物学的観点から室内環境
のカビがなぜ分布するか分布要因の検索・特
定する。その因子として環境汚染物質，アレ
ルゲン，中毒原因物質，日和見感染体の迅速
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診断技術に関する基礎並びに応用研究を進
めることが背景としてある。 
 
２．研究の目的 
室内環境には，多種多様な微生物やその産

生物質が普遍的に生息・分布しており、シッ
クハウス症候群(SHS)等のような健康被害に
関与するアレルゲンや感染性因子などが存
在している。そこで室内空気でのカビ全体像
をとらえたので、技術的な測定法を確立し、
カビ汚染の室内空気質への影響を総合的に
調査研究し、客観的な評価法を作成する。カ
ビ汚染の空気質への影響を知ることは、カビ
の汚染程度による健康影響を知ることにつ
ながり、また、生活環境の建築学的な改善法
を提案することにつながる。本調査研究を進
めることにより環境衛生と健康の両面から
快適で健康的な生活環境をつくり出すこと
に貢献できる。 

室内環境、特に空気中のカビおよび空気質
に関する今までの国内外の研究をみるとカ
ビを総合的視野にたって研究した報告は、非
常に少ない。 

すなわち、アレルギーとしてのカビ（1990
年代～）、感染症としてのカビ（1970 年代～）
およびカビ毒としてのカビ（1970 年代～）の
存在は研究されてきたが、ほとんど医学的観
点から対象とする特定のカビの分布や特性
を調査研究しており、カビと空気質とを統合
し、生活衛生の観点から研究されているもの
は少ない。 

空気質に関係するシックハウス症候群
（SHS）はホルムアルデヒドを代表とする化
学物質 VOC が原因物質としてよく知られて
いるが、近年微生物による SHS も注目されつ
つある。 

アメリカでは、疫学調査により、1993～
1998 年に続発した乳幼児肺出血の原因が、室
内に発育した Stachybotrys chartarumの吸引で
あることが指摘された 1)。その後も、水害後
にカビが発育した建物に居住するヒトの疫
学研究から、室内におけるカビの発育と呼吸
器症状の間に強い因果関係があることが示
唆された。そのため、一般住宅でのカビ問題
は社会的にもクローズアップされ、その形が
州法となって規制され今日に至っている。さ
らに、住宅の環境問題だけでなく健康被害に
関与するカビの被害防止に向けた取り組み
も始まっており、 2002 年には下院の J. 
Conyers 議員が有毒カビ安全・防止法案を提
案した。欧州でも同様に SHS や特定微生物に
よる健康被害が問題となり、室内カビ汚染に
関して基準値制定の動きも活発化している。
このように住宅環境のカビ汚染は先進国に
おいて大きな社会問題となっており、日本で
も早急に取り組む必要がある。 
 

３．研究の方法 
A. 食住環境整備に関する生態研究 

有害微生物および起因物質の汚染，発生
機序に関する生物化学的研究を実施する。
食住環境にみる有害微生物および起因物
質の特性を把握することにより，食住環境
での汚染，発生の基礎研究を行う。 

有害微生物および有害起因物質の特定
研究を実施する。食住環境にみる有害微生
物および起因物質についてその特定をす
る。 
B. 住環境と健康創造に関する研究 

住環境有害微生物およびその代謝物の
健康影響に関する研究を行う。住環境に生
息する微生物およびその代謝物の中で，健
康被害をおよぼす因子を検索する。特に，
アレルゲンとして解明されていない生活
環境主要５種真菌に限って研究する。 
住環境整備による健康創造の研究をお

こなう。臨床医学的見地から住環境にみる
有害微生物やその危害因子を整備するこ
とによる健康創造を提案する。 
C. 食住環境整備に関する技術開発 

有害微生物および起因物質の制御・処理
技術に関する基礎研究を実施する。食住環
境で期待できる制御・処理技術に関してそ
の基礎研究を行い，その有用性を検討する。 
有害微生物およびその起因物質の測定

技術の開発および制御・処理技術に関する
研究 

食住環境による有害微生物および起因
物質を迅速かつ測定できる技術を開発し，
制御・処理に資する技術を提供する。 

 
４．研究成果 
室内環境性カビの空気感染に関して以下

の4分野で研究を実施した。 
 

初年度の成果 
A. 室内環境に関するカビ生態研究： 

室内環境のカビの生態に関する調査研
究を実施した。本調査研究は，今まで建築
分野による独立した調査研究から進めら
れており、室内に限ったカビを専門とした
生態研究を進めた。本調査研究では，特定
の 室 内 環 境 の 空 中 カ ビ を 指 定 し 、
Aspergillus, Alternaria, Acremonium, 
Eurotium, Phoma, Cladosporium, Botrytis, 
Trichoderma, Rhizopus, Wallemia などの特
定カビ分布と生態を研究した。 
B. 室内環境でのカビ分布の特異性研究： 

調査によって得られた上記空中カビの
なかから主要な菌種、菌株に限って分布特
異性を検討した。空中カビとして注目した
点は、建築側からみて、建材・室内と浮遊
カビの相関性を栄養成分と環境因子から
検証した。結果として、個別住宅でのカビ



 

 

特異性として個々の住宅での分布特異性
が確認できた。特に高湿性と低湿性カビの
区別がつかない中間型のカビの特異性を
次年度に解明する。 
C. 室内空気中のカビに関する生物学的化

学的特性研究： 
上記 B で得られた個別住宅分布特異性

を知ることを目的で検出されたカビと素
材の関係を把握した。繊維質、樹脂系、皮
革 系 で の 分 布 特 性 が Acremonium, 
Trichiderma, Chaetomium など一部カビ由
来で空気質に影響を及ぼす化学物質が確
認された。 
D. カビによる室内環境と健康環境被害に

関する研究： 
本年度はこの課題に関して情報収集整

備とした。キーワードに基づいて今後のカ
ビと室内空気の関係を解析するための資
料整理を行った。特に健康被害としてアレ
ルゲン性についての文献および疫学調査
とカビによる疾患の背景因子などの病因
学的検討の研究を行った。 

 
19 年度の成果 

A. 室内環境に関するカビ生態研究： 
室内環境のカビの生態に関する調査研

究を継続実施した。特定の室内環境の空中
カビを分離培養して落下法：10 分開放式 
浮遊法：100Ｌサンプラー吸入式による成
績を比較検討した。カビは細菌と異なり両
者間での相関性が認められる傾向がみら
れた。 
B. 室内環境でのカビ分布の特異性研究： 

主 要 な 種 類 で あ る Cladosporium, 
Penicillium, Fusarium, Alternaria の分布特
異性を検討した。特に環境状態（湿度・温
度・水分）から検証し、カビの有す生理学
的性質と環境変化が複雑な分布特異性を
示す成果が得られた。 
C. 室内空気中のカビに関する生物学的特

性研究： 
分離カビの生理学的特性を検証した。こ

の研究は B. カビ分布特異性と関連性があ
り、併せて検討した。対象とした標準カ
ビ：Alternaria alternata, Trichoderma viride, 
Rhizopus stolonifer, R.. oryzae, Wallemia sebi, 
Aspergillus fumigatus, A.. versicolor, A. .niger, 
A. ochraceus, Eurotium chevalieri, E. 
amstelodami について、温度：4―36C、湿
度：70－ 99%、養分要求性：糖濃度（0～
40％）、無機質：Na, K, Ca, Fe, Mg, N, Mn, C, 
SO4, CO3, NO3、酸素要求性：酸素濃度 0.001
－ 20.0%で実施し、温湿度と酸素要求性で
生理性状を異にする傾向がみられた。また
無機質、養分要求性では、カビの多くが微
量物質を要求しているものといえた。 
D. カビによる室内環境と健環境被害に関

する研究： 
近年の住構造様式や気象環境差による

生息カビの変化がもたらす室内環境構造，
室内気象環境差による健康および環境影
響について調査研究した。環境からカビを
簡便かつ迅速に検出する目的で、抗原検出
法や PCR 法などの臨床用キットの応用、
そのための検体の処理法を検討した。環境
性カビの主要な Genus ではプライマーの
開発ができたが、さらに環境性カビの迅速
検出のための手法が必要と考えられた。 

 
20 年度の成果 

A. 室内環境に関するカビ生態研究： 
室内環境のカビの生態に関する調査研

究を継続実施した。空中カビを落下法およ
び浮遊法の両者から検討し、生息・分布の
特定を検討した。その結果、浮遊法は落下
法とおおむね比例することが分かった。し
かし落下法での開放時間を今後検討する
必要があった。 
B. 室内環境でのカビ分布の特異性研究： 

前年度の結果に基づいて主要な 10 種カ
ビに限って分布特異性を 3 年分まとめた。
特に環境状態（湿度・温度・水分）から検
証したところ、Cladosporium および無胞
子性真菌マイセリアの温度との関係が深
いものと思われた。 
C. 室内空気中のカビに関する生物学的特

性： 
分離カビの生理学的特性を好湿性およ

び好乾性真菌 について複数株での生物特
性を検索した。対象は、好湿性カビ：
Alternaria alternata, Trichoderma viride, 
Rhizopus stolonifer および好乾性カビ
Wallemia sebi, A.. versicolor, A. ochraceus, 
Eurotium chevalieri, E. amstelodami に限っ
た。温度と湿度の関係が分布に強く影響し
ていた。これは室内環境でのカビ分布結果
を反映するものであった。酸素要求性：酸
素濃度 0.02－ 10.0%範囲で実施したが、
0.1%あたりがカビの発育を支配している
ものと思われた。 
D. カビによる室内環境と健康・環境被害

に関する研究： 
近年の住構造様式や気象環境差による

生息カビの変化がもたらす室内環境構造，
室内気象環境差による健康および環境影
響について調査した。環境からカビを簡便
かつ迅速に検出する目的で、抗原検出法や
PCR 法などの応用、そのための検体の処理
法について検討した。今年度での結果から
は完全ではないが、簡易迅速に検出できる
システム化が可能になるものと思われた。 
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